
行
政
報
告―

町
長

行
政
報
告―

町
長

　
幌
延
町
産
ミ
ズ
ナ
ラ
樽
で
熟

成
し
た
ワ
イ
ン
が
３
月
に
完
成
。

５
月
10
日
に
町
民
を
対
象
と
し

た
特
別
講
演
会
と
試
飲
会
を
開

催
し
た
。
６
月
か
ら
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
に
加
え
る
。
ま

た
、
ミ
ズ
ナ
ラ
で
作
っ
た
樽
を

活
用
し
た
取
り
組
み
が
北
海
道

経
済
の
活
性
化
に
寄
与
し
た
と

認
め
ら
れ
、
北
海
道
経
済
産
業

局
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

る
。

　
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
の

期
間
、
北
海
道
職
員
の
山
田
輝

也
氏
を
産
業
振
興
課
農
林
グ
ル

ー
プ
主
幹
と
し
て
任
命
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
単
独
維
持
困

難
線
区
、
北
海
道
８
線
区
の
関

係
団
体
の
総
意
に
よ
り
、
利
用

促
進
に
資
す
る
投
資
的
経
費
に

対
し
て
、
全
体
で
総
額
年
２
億

の
支
援
を
行
う
。
本
町
の
支
援

額
に
つ
い
て
は
、
次
回
以
降
の

議
会
に
お
い
て
審
議
い
た
だ
き

た
い
。

　
今
後
と
も
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と

地
域
が
一
体
と
な
り
、「
宗
谷

線
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
遂

行
し
、
地
域
を
支
え
る
持
続
的

な
交
通
体
系
を
推
進
し
て
い
く
。

地域の課題をとらえて
２氏が一般質問 ６月定例会

教
育
行
政
報
告―

教
育
長

教
育
行
政
報
告―

教
育
長

　
令
和
元
年
度
町
内
の
児
童
生

徒
数
は
、
小
学
校
２
校
で
百
19

名
、
中
学
校
は
２
校
で
58
名
。

　
指
導
体
制
に
つ
い
て
は
、
英

語
等
の
学
習
指
導
の
た
め
、
幌

延
小
学
校
の
学
習
支
援
員
を
問

寒
別
小
学
校
に
も
派
遣
し
た
。

　
教
育
課
程
の
具
体
的
な
取
組

は
、
問
寒
別
中
学
校
と
幌
延
中

学
校
で
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム

を
使
用
し
、
遠
隔
授
業
を
実
施
。

　
宗
谷
地
区
中
学
校
陸
上
大
会

が
開
催
さ
れ
、
幌
延
中
学
校
の

村
上
湖
太
君
、
金
田
陵
希
君
、

小
原
守
利
君
、
加
藤
睦
丈
君
、

更
に
４
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で

そ
れ
ぞ
れ
全
道
大
会
へ
の
出
場

権
を
獲
得
し
た
。

　
問
寒
別
中
学
校
の
遠
藤
芽
衣

さ
ん
が
、
２
年
連
続
で
全
国
児

童
・
生
徒
木
工
工
作
コ
ン
ク
ー

ル
で
入
選
し
、
日
本
木
青
連
会

長
賞
を
受
賞
。

　
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
加

賀
山
友
暢
君
、
団
体
戦
で
幌
延

小
学
校
児
童
４
名
が
北
海
道
少

年
剣
道
錬
成
大
会
及
び
赤
胴
少

年
剣
道
錬
成
大
会
へ
の
出
場
権

を
獲
得
し
た
。

人
材
バ
ン
ク
制
度
に
つ
い
て

質
問

人
口
減
少
に
伴
い
、
人

材
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
き
て

い
る
。
人
材
不
足
を
解
消
す
る

た
め
の
取
組
に
つ
い
て
、
人
材

バ
ン
ク
制
度
の
よ
う
な
仕
組
み

の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

　
短
時
間
労
働
が
可
能
な
方
に

小
さ
な
お
手
伝
い
感
覚
で
軽
作

業
な
ど
の
働
く
場
所
を
提
供
で

き
る
人
材
バ
ン
ク
を
活
用
し
た

派
遣
制
度
が
で
き
な
い
か
。

町
長

働
く
意
欲
の
あ
る
町
民

が
経
験
や
知
識
を
生
か
し
て
、

自
身
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合

わ
せ
た
臨
時
的
か
つ
短
期
的
な

軽
作
業
な
ど
を
提
供
す
る
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な

仕
組
み
の
必
要
性
は
感
じ
て
い

る
。
そ
の
実
現
の
可
能
性
を
含

め
、
協
議
を
進
め
て
い
る
。

町
職
員
住
宅
の
あ
り
方
に
つ
い

て質
問

町
の
職
員
住
宅
は
、
満

室
状
態
だ
と
聞
い
て
い
る
。
職

員
住
宅
は
給
料
の
少
な
い
若
手

職
員
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
。

管
理
職
な
ど
の
職
員
は
持
ち
家

や
他
の
住
宅
を
借
り
る
な
ど
し
、

職
員
住
宅
を
若
い
職
員
に
譲
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

近
年
採
用
し
た
職
員
の

７
割
か
ら
８
割
が
幌
延
町
外
の

出
身
者
と
な
っ
て
い
る
。

　
職
員
が
幌
延
町
内
に
持
ち
家

を
取
得
し
た
う
え
で
業
務
を
行

う
こ
と
を
住
民
が
望
ん
で
い
る

と
は
思
う
が
、
個
人
の
一
生
に

影
響
す
る
こ
と
で
あ
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
に
な
る
。

無 量 谷　隆

・
人
材
バ
ン
ク
と
町
職
員

住
宅
の
あ
り
方
に
つ
い

て
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